
ポイント①：我が国のホット施設の現状整理。

→原子力機構を中心とする我が国のホット施設の状況（利用状況、外部利用に係る運用の仕組み、

運転資金確保の状況）について整理を図る。

→原子力機構のホット施設の外部利用に係る運用の枠組みの状況整理。

ポイント②：戦略的に活用を図るべき原子力機構のホット施設。

→今後の我が国の原子力開発の発展を見通し、民間や大学のニーズも踏まえ、我が国として戦略

的に維持・確保していくべきホット施設を整理。

ポイント③：原子力機構のホット施設を有効的・効果的に活用する制度。

→戦略的に維持・確保していくべき我が国の基盤となるホット施設について、民間や大学のニーズ

を取り入れて、弾力的・機動的に我が国全体で活用していくための抜本的な運用制度の構築が

必要ではないか。

→当該施設の整備や運転資金、また外部利用を進めるための資金について検討が必要ではない

か。

検討の視点・ポイント検討の視点・ポイント

論点例②：研究開発インフラの整備と有効活用論点例②：研究開発インフラの整備と有効活用

＜原子力機構の施設共用制度＞

原子力機構では、１７の研究施設を、外部利用

 

者が自らの研究開発や産業利用等の目的により

 

有償で利用できる共用施設としている。

＜産業界との連携の取り組み＞

民間・産業界との連携を強化するため、原子力

 

機構の人材、基盤的施設・装置といった研究資

 

源を活用し、社会のニーズを踏まえた研究開発を

 

効率的に推進するため、産業界との共同研究の

 

プラットフォーム的機能を提供する制度として、

 

「原子力エネルギー基盤連携センター」を運営。

――原子力機構の施設活用の取組について（例）原子力機構の施設活用の取組について（例）――

●原子力の技術開発を進めて行く上で、如何にシミュレーション技術が進化しても、原子炉

 

やホットラボなど、ホットな場で技術実証を行うことは不可欠。

●このようなホット研究施設は、多大な人的・資金的リソースが必要であり、また施設の老朽

 

化が進むなど、維持・整備が困難な現状。

●ホット研究施設を有効的・効果的に活用していくために、戦略的整備方策や有効利用方策

 

の検討を行う必要がある。

現状現状

＜（例）京都大学原子炉実験所＞

■京都大学の附置研究所かつ全国大学の共

 

同利用研究所として、昭和38年に「原子炉によ

 

る実験及びこれに関連する研究」を行うことを

 

目的に設置。

■現在、全国から年間延べ約６千人・日の研究

 

者や学生などが、大学の持つ原子力施設とし

 

ては国内最大規模の研究用原子炉（ＫＵＲ）等

 

の施設・設備を利用しての実験研究を行うため

 

に来所。

――大学での施設の共同利用の状況について（例）大学での施設の共同利用の状況について（例）――

参考

資料2-1-2
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研究炉

 

ＪＲＲ－３
研究炉

 

ＪＲＲ－４
材料試験炉

 

ＪＭＴＲ
燃料試験施設

 

ＲＦＥＦ
高速増殖実験炉

 

常陽
タンデム加速器
イオン照射研究施設（ＴＩＡＲＡ）

（ＡＶＦサイクロトロン、３ＭＶタンデム加速器、３ＭＶシングルエンド加速器、４００ｋＶイオン注入装

 

置）

電子線照射施設
コバルト６０照射施設
光量子科学研究施設
大型放射光施設（ＳＰｒｉｎｇ－８）
ペレトロン年代測定装置
加速器質量分析装置
放射線標準施設（ＦＲＳ）

臨界実験装置（ＴＣＡ）
臨界実験装置（ＦＣＡ）
核燃料サイクル安全工学研究施設（ＮＵＣＥＦ）
廃棄物安全試験施設（ＷＡＳＴＥＦ）
原子炉安全性研究炉（ＮＳＲＲ）
ＭＯＸ燃料製造技術研究施設
ガラス固化技術開発施設
プルトニウム転換技術開発施設
高レベル放射性廃棄物物質研究施設（ＣＰＦ）
工学規模ホット試験施設（仮称）
臨界プラズマ試験装置（ＪＴ－６０）
高温工学試験研究炉（ＨＴＴＲ）
燃料材料試験施設
高速増殖原型炉「もんじゅ」
原子炉廃止措置研究開発センター

【

 

原子力機構における主な施設

 

】

※１

※２

※１

 

旧名称：リサイクル機器試験施設（ＲＥＴＦ）
※２

 

旧・新型転換炉ふげん発電所

大強度陽子加速器（Ｊ－ＰＡＲＣ）

＜②上記に含まれない、その他の主な研究開発施設＞

＜①外部利用を提供している共用施設（１７施設）＞

＜③共用促進法において位置付けられる予定の施設＞
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研究炉（JRR-3） [東海]
JRR‐3 (Japan Research Reactor  No.3)

概要： 低濃縮ウラン軽水減速冷却プール型原子炉
用途： 中性子ビーム実験、原子炉用燃料・材料照射、RI（ラジオアイ

ソトープ）の製造、放射化分析等
性能： 定格出力20,000kW、最大熱中性子束 3x1014 /cm2sec
運転開始： 昭和37年9月（平成2年3月改造）

研究炉（JRR-4） [東海]
JRR‐4 (Japan Research Reactor No.4)

概要： 低濃縮ウラン軽水減速冷却スイミングプール型原子炉
用途： 医療照射（BNCT：ボロン中性子捕捉療法）、教育訓練、放射化分析、

RIの製造等
性能： 定格出力 3,500kW、最大熱中性子束 5.3x1013/cm2sec
運転開始： 昭和40年1月（平成10年7月改造）

燃料試験施設 [東海]
Reactor Fuel Examination Facility

概要： 照射後試験施設
用途： 原子炉（原子力発電所）で照射された実用燃料等の照射後試験

主要設備： プール（１基）、βγコンクリートセル（６基）、αγコンクリートセル
（２基）、鉛セル（５基）

運転開始： 昭和54年12月（国の安全審査基準等の策定に貢献している。）

材料試験炉 [大洗]
JMTR (Japan Materials Testing Research Reactor)

概要： 軽水減速冷却タンク型原子炉
用途： 原子炉用燃料・材料、核融合炉用材料などの照射試験及びRI製

造等
性能： 定格出力 50,000kW、最大熱中性子束 4x1014/cm2sec
運転開始： 昭和43年3月。平成18年に停止し、現在、平成23年度運転

再稼働を目指して改修中。

概要： JMTRなどの原子炉で照射した試料の各種試験を行う高放射性物質

取扱施設

用途： 原子炉用燃料・材料、核融合炉用材料などの照射後試験及びRI搬
出等

性能： β・γ取扱用コンクリートセル8基、鉛セル７基、鉄セル５基、顕微鏡

鉛セル4基。ＪＭＴＲに隣接し、カナル（水路）で連結。
運転開始： 昭和46年1月

JMTRホットラボ [大洗]
JMTR Hot Laboratory

○概要： 高速増殖炉開発のための試験や運転・保守技術の開発を行う、我
が国初の高速実験炉。

○用途： 高速増殖炉（FBR）としての増殖性能の実証等、FBRの研究開発に

必要なデータの取得を行った。FBR実用化に不可欠な高速中性子照
射場として、 FBR用燃料の高燃焼度化やマイナーアクチニド（MA）含

有燃料の照射試験等、 FBRの経済性向上、環境負荷低減等に係る
革新技術の開発を進めている。

○性能（MK-Ⅲ）： 熱出力： 140MW、中性子束（最大）： 5.7×1015 n/cm2･sec、

高速中性子束（＞0.1MeV）（最大） ： 4.0×1015 n/cm2･sec、
○運転開始（MK-Ⅰ） ： 昭和52年4月（臨界）

高速増殖実験炉「常陽」

 

[大洗] 
Experimental Fast Reactor JOYO

①外部利用を提供している共用施設（１７施設）

中性子利用

原子力機構の主な施設の概要

[大洗]
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タンデム加速器 [東海]
Tandem accelerator facility

概要： 20MV静電加速器＋超伝導リニアック、放射性核種加速装置
(TRIAC:KEK)

用途： 重イオンを用いた原子核科学・物質科学の先端基礎研究、
原子炉燃料等の照射損傷研究、Si等の材料改質

性能： 水素からビスマスまでの重イオン：5～20MeV/核子放射性
核種：0.2～1.5MeV/核子

運転開始： 昭和57年(タンデム）、平成6年（ブースター）、平成17年(TRIAC)

イオン照射研究施設（TIARA） [高崎]
(Takasaki Ion Accelerators for Advanced Radiation Application)

概要： ４台のイオン加速器（ＡＶＦサイクイロトロン、タンデム加速器、シン
グルエンド加速器、イオン注入装置）を擁するイオン照射研究施設

用途： イオンビームを用いた、ライフサイエンス、ナノテク・材料、宇宙・原
子力材料等の研究開発

性能： 最大加速エネルギー ９０ＭｅＶ（Ｈ＋）

運転開始： 平成３年３月

概要： 線源プール貯蔵型コバルト６０照射施設
用途： ガンマ線照射を用いた研究開発、有用新品種開発、新規材料開発、

放射線耐性機構解明などの研究開発

性能： 貯蔵能力 ： 55.0 PBq 第３照射室線量率 ： 0.1～3.4 kGy/h
運転開始： 昭和３９年４月

貯蔵プール中の水にガンマ線
が当たって発生したチェレンコ

フ光

①第１照射室 ⑤制御盤
②第２照射室 ⑥円筒線源
③第３照射室 ⑦線源台車

④線源貯蔵庫

②

①

③

④
⑤

⑥

⑦

コバルト６０照射施設[高崎]
Cobalt 60 Irradiation Facility

電子線照射施設[高崎] 
Electron Irradiation Facility

概要： コッククロフト・ワルトン型
用途： 新規有用物質の創成、環境保全・浄化技術の開発などの研究開発

性能： 加速電圧 0.5～2.0MV、電子流 0.1～30mA、線量率 ～60kGy/sec
運転開始： 昭和５６年４月

垂直照射室

①電子加速器
②水平照射室
③垂直照射室
④照射用コンベア

⑤制御室

③
④

⑤

②
①

光量子科学研究施設 [関西・木津]
Photon Science Research

概要： 超高ﾋﾟー ｸ出力、極短ﾊﾟﾙｽ、短波長等の先端的機能を有するﾚｰｻﾞｰ群
用途： 先端的レーザーの技術開発と科学、医療、産業等への応用
性能： Ｘ線ﾚｰｻﾞｰ波長：13.9nm、超短ﾊﾟﾙｽﾚｰｻﾞｰ：ﾊﾟﾙｽ幅30fs、ｴﾈﾙｷﾞｰ1J
運転開始： 平成11年5月

超高強度極短パルスレーザー実験室 X線レーザー実験室

大型放射光施設（ＳＰｒｉｎｇ－８） [関西・播磨]
Four Special Beam Lines

概要： 放射光ビームライン
用途： 原子力関連材料、環境・エネルギー材料、ナノテク材料等の機能解明
性能： Ｘ線エネルギー範囲；3～100ｋｅＶ

運転開始： 平成9年10月

ビームライン 実験装置

イオンビーム利用

電子線・ガンマ線利用

レーザー放射光利用

[高崎]

[高崎]

[高崎]
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放射線標準施設 [東海]
Facility of Radiation Standards

概要： 放射線測定器の校正用照射施設
用途： 機構内外のサーベイメータ等の放射線測定器の定期校正や特性試験
主要設備： 加速器による中性子照射設備、RIによる中性子照射設備、γ線照

射設備、X線照射設備、β線照射設備

運転開始： 昭和55年。平成12年に増設

概要： タンデトロン加速器質量分析装置

用途： 極微量元素分析による環境動態研究等
性能： 最大加速電圧３MV、測定試料重量２ｍｇ程度

世界最高レベルで放射性炭素（C-14）及び放射性ヨウ素（I-129）
を測定可能

運転開始： 平成11年12月（C-14）、平成15年5月（I-129）

加速器質量分析装置 ［青森］
AMS (Accelerator Mass Spectrometer)

校正用設備

質量分析

②上記に含まれない、その他の主な研究開発施設

ペレトロン年代測定装置［東濃］

 

AMS (Accelerator Mass Spectrometer)

概要：

 

ペレトロン年代測定装置
用途：

 

放射性同位体測定および年代測定
性能：

 

最大加速電圧５MV、最大電流1μA
C-14／C-12：10^-15まで測定可能

運転開始：

 

平成10年10月

[東濃]

[青森]

臨界実験装置（ＴＣＡ） [東海]
TCA (Tank‐type Critical Assembly)

概要： 濃縮ウラン・プルトニウム燃料軽水減速型原子炉

用途： 軽水炉の炉心核特性に関する炉物理研究、教育訓練
性能： 定格出力200W
運転開始： 昭和37年8月

臨界実験装置（ＦＣＡ） [東海]
FCA (Fast Critical Assembly)

概要： 濃縮ウラン・プルトニウム燃料・水平２分割型原子炉

用途： 高速炉の炉心核特性に関する炉物理研究
性能： 定格出力 2kW
運転開始： 昭和42年4月
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燃料サイクル安全工学研究施設 〔東海〕
NUCEF(Nuclear Fuel Cycle Safety Engineering Research Facility）

TRACY

臨界事故の模擬実
験を通じて、臨界事
故を想定した安全評

価の精度の向上、臨

界事故の対応能力
の向上に資する。

STACY

溶液燃料の臨界量
測定を通じ、コンピュ
ータシュミレーション

技術の高度化、核燃

料サイクル施設の運
転管理技術の高度

化に資する。

BECKYのセル外観

NUCEF施設鳥瞰図

BECKY
核燃料使用施設とし

て、セル、グローブ
ボックス等を備え、

長寿命核種の分離
プロセス、TRU高温

化学、放射性廃棄
物処分に係る研究

に資する。

○臨界実験装置（STACY,TRACY）及びバックエンド研究施設（BECKY)
用途： 核燃料サイクル・放射性廃棄物の処分に関する安全研究、基礎・基盤研究を

行う大型研究施設であり、NUCEFで行われる広範囲な研究開発を通じて、国の
原子力安全規制行政を支援し原子力の安全確保に貢献すると共に、大学、関

連研究機関、産業界等と連携し、これ等の分野に関する安全性、経済性の向上
や科学技術基盤の高度化、人材の育成などに貢献する。

運転開始： 平成6年9月

廃棄物安全試験施設 [東海]
WASTEF(Waste Safety Testing Facility)

概要： 照射後試験施設
用途： 原子力プラント材料・燃料の照射後試験及びホット環境試験、ＴＲＵ取

扱試験
主要設備 ： βγコンクリートセル（３基）、αγコンクリートセル（２基）、αγ

鉛セル（１基）、グローブボックス（６台）
運転開始： 昭和57年11月（軽水炉高経年化対策など国の安全基盤研究へ

貢献している。）

ガラス固化技術開発施設

概要：高放射性廃液をガラス原料と共に溶融し、溶融し
たガラスを容器に注入しガラス固化体とする技術
開発を行う施設

用途：運転・保守技術改良、関連技術開発、技術移転
性能：処理能力 0.35ｍ3 /日
運転開始：平成7年12月（使用前検査合格）

プルトニウム転換技術開発施設

概要：硝酸プルトニウム溶液と硝酸ウラニル溶液の混合
液を、プルトニウム・ウラン混合酸化物に転換する
技術開発を行う施設

用途：運転・保守技術改良、関連技術開発、技術移転
性能：転換能力 1トン/日（混合転換）
運転開始：昭和61年8月（使用前検査合格）

[東海] [東海]

[東海] [東海]

原子炉安全性研究炉[東海]
NSRR (Nuclear Safety Research Reactor)

概要： プール型原子炉。反応度事故を模擬したパルス運転が可能

用途： 反応度事故時における原子炉燃料のふるまいを究明
性能： パルス運転時の瞬間最高出力23,000MW

定出力運転時：最高出力300kW
運転開始： 昭和50年6月

プルトニウム燃料第三開発室プルトニウム燃料第二開発室プルトニウム燃料第一開発室

概要： MOX燃料製造に係る経済性向上等のための技術

開発を行う施設
用途： MOX燃料の高燃焼度化・製造プロセスの簡素化等

の製造技術開発、「常陽」「もんじゅ」用燃料の製造
性能：処理能力 5トンMOX/年
運転開始時期：昭和63年4月

概要：MOX燃料製造施設の廃止措置に係る技術開発を

行う施設
用途：核燃料物質を有効利用するための前処理

設備解体技術の開発
運転開始時期：昭和47年1月

概要： MOX燃料の経済性向上を目指した製造プロセス、

新型燃料などの基礎的研究開発を行う施設
用途：簡素化ペレット法の技術開発（小規模試験）

MA燃料に関する物性測定
照射試験用MOX燃料の製造

運転開始時期：昭和41年1月

ＭＯＸ燃料製造技術開発施設 [東海]

廃止措置準備中
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概要： ＦａＣＴプロジェクトにおけるＦＢＲ燃料の再処理技術（先進湿式法）に係る工学
規模でのホット確証試験を実施する施設

用途： 「もんじゅ」使用済炉心燃料集合体等の実使用済燃料を用いた、先進湿式再処
理技術のプロセス・装置の性能評価、将来施設（実証施設、実用施設）の設計、
建設、操業に反映するためのプロセスデータ、プラントデータ（工程制御、運転
管理等）、保守・補修データ等の取得、インライン計装やサンプリング・分析技術

等の周辺技術の開発 等
性能： 試験能力は数㎏～10㎏HM/h、年間最大取扱量は6tHM/y（炉心燃料集合体1t

HM/y＋ブランケット燃料集合体5tHM/y）
運転開始年：平成32年頃（予定）＊

備考：
＊１： ＲＥＴＦは、東海再処理工場の主要な試験施設として、平成７年に建設工事に着手したが、
平成9年の動燃改革検討委員会、原子力委員会高速増殖炉懇談会での議論等を踏まえ、核燃
料サイクル開発機構の中長期事業計画にて、第一期工事（試験棟建家工事及び一部の内装
工事）の完了をもって工事を中断するとともに、ＦＢＲサイクルの実用化戦略調査研究を整合を
図りながら将来計画を作成することが決定された。第一期工事は平成１２年６月に終了し、その
後は維持管理を継続実施中である。
＊２： 現在、高速増殖炉サイクル実証プロセス研究会等にて、第二再処理工場を含む軽水炉サ
イクルからＦＢＲサイクルへの移行期に係る検討・議論が進められており、今後、これらの動向を
把握する必要がある。

高レベル放射性物質研究施設（CPF）

概要：高速増殖炉サイクル実用化研究開発のための再処理試験データを取得す

るホット試験施設
用途：高速炉燃料の再処理技術に関する研究及び高レベル放射性廃液の処理・

処分技術に関する研究
性能：使用の方法
（1）高速炉燃料のせん断、溶解、分離等の湿式再処理試験及び基礎化学試験
（2）高レベル放射性廃液のガラス固化試験及びその固化体の物性試験
運転開始：昭和57年

化学処理エリア化学処理エリア
（大型架台）（大型架台）

オフガス処理エリアオフガス処理エリア

機械処理エリア機械処理エリア

清澄試験機
清澄試験機

溶解試験機溶解試験機

抽出試験器抽出試験器

晶析装置晶析装置

せん断試験機せん断試験機 解体試験機解体試験機

U蒸発缶U蒸発缶

Pu蒸発缶Pu蒸発缶

MA抽出
クロマトグラフィー
吸着塔、回収塔

MA抽出
クロマトグラフィー
吸着塔、回収塔

完成予想図

試験セル内機器配置例

工学規模ホット試験施設（仮称）
（旧名称：リサイクル機器試験施設(RETF：Recycle Equipment 
Test Facility＊１)） [東海]

○概要： 「常陽」等において照射した燃料・材料の試験を行う施設であり、照射燃料集合体試験施設（FMF）、照射燃料試験施設
（AGF）、照射材料試験施設（MMF）がある。

○用途： 「常陽」、「もんじゅ」の燃料等の設計妥当性の確認及び挙動評価や、高速炉用燃料被覆管、ラッパ管、構造材料及び制御
材料等の照射後試験を行っている。

○性能： 燃料集合体の非破壊試験、燃料ピンの非破壊試験及び破壊試験（FMF）、燃料における金相試験、融点測定、熱伝導測定、
FP放出挙動試験、マイナーアクチニド（MA）核種の燃焼特性評価のためのMA核種含有量の化学分析・機器分析（AGF）、材料
強度試験、組織観察試験及び物性試験等（MMF）が可能。

○運転開始： 昭和46年10月

照射燃料集合体試験施設（FMF） 照射燃料試験施設（AGF） 照射材料試験施設（MMF）

燃料材料試験施設

[東海]

[大洗]

臨界プラズマ試験装置（JT-60） [那珂]
JT‐60  (JAERI Tokamak‐60)

概要： トカマク型核融合実験装置

用途： 定常高ベータ化研究を中心とした炉心プラズマ研究
性能： トロイダル磁場4T、プラズマ電流 3MA
運転開始： 昭和60年4月。平成20年8月に停止し、現在、装置を超伝導化

するために改修中。

高温工学試験研究炉（HTTR） [大洗]
HTTR (High Temperature Engineering Test Reactor)

概要： 高温工学試験研究炉
用途： 高温ガス炉の運転性能の把握、高温ガス炉の安全性試験、原子

炉からの高温熱利用（水素製造、製鉄、発電、海水淡水化、地域

暖房）基礎研究等
性能： 定格出力30,000kW、冷却材（ヘリウム）最高出口温度 950℃

運転開始： 平成10年11月
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高速増殖原型炉「もんじゅ」【敦賀】

概要：高速増殖炉サイクル技術の研究開発の中核と

なる高速増殖原型炉
用途：発電プラントとしての信頼性の実証及び運転経

験を通じたナトリウム取扱技術の確立のための
研究開発

性能：出力280MWe(714MWt)
運転開始：平成6年4月初臨界、平成7年8月送電開始

平成21年2月頃（性能試験再開予定）

原子炉廃止措置研究開発センター【敦賀】
（旧・新型転換炉ふげん発電所）

概要：新型転換炉の設計性能を実証するとともに、世界で最
も多いMOX燃料集合体の利用実績を通して日本のプル
トニウムリサイクル技術を確立させた施設

用途：原子力発電所の経済的解体手法の研究開発と実践、
発生する資源の再利用を含めた有効利用手法の構築
と実践

性能：運転中の出力165MWe(557MWt)

運転開始：昭和53年3月初臨界、昭和54年3月本格運転開始
平成20年2月廃止措置計画認可

③共用促進法において位置付けられる予定の施設

粒子ビーム

(神岡へ)

高エネルギー回転加速部

基礎物理実験施設

物質・生命科学実験施設

中間エネルギー
回転加速部

直線加速部

粒子ビーム

(神岡へ)

粒子ビーム

(神岡へ)

高エネルギー回転加速部

基礎物理実験施設

物質・生命科学実験施設

中間エネルギー
回転加速部

直線加速部

概要： 大強度陽子加速器からの高エネルギー陽子を用いる複合研究施設
用途： 中性子・ミュオンビーム利用実験、K中間子などを用いたハドロン実

験、ニュートリノ実験
性能： （目標性能）陽子ビーム出力1,000kW（3GeV）、750kW（50GeV）、最大

発生粒子数 中性子 1017/s、ミュオン 1011/s、K中間子 1010/s、
ニュートリノ 1015/s

運転開始： 平成20年12月中性子･ミュオンビーム実験開始予定。平成21年
2月ハドロン実験 開始予定。平成21年4月ニュートリノ実験開

始予定。

大強度陽子加速器施設（J-PARC） [東海]
J‐PARC (Japan Proton Accelerator Research Complex)

[敦賀] [敦賀]
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独自研究 59%

共同研究 4%

施設共用(大学) 12%

施設共用(国公) 2%

施設共用(民間) 23%

ＪＲＲ－３（照射）

施設共用(大学) 54%

施設共用(民間) 39%

独自研究 6%

施設共用(国公) 0.3%

独自研究 48%

施設共用(大学) 13%

共同研究 14%受託研究 2%

施設共用(民間) 12% その他 11%

受託研究 82%

独自研究 13%
施設共用(民間) 5%

共同研究 54%

独自研究 11%

施設共用(大学) 25%

施設共用(国公) 9%

施設共用(民間) 0.3% その他 0%

独自研究 51%

その他 46%

施設共用(大学) 1%施設共用(国公) 2%

施設共用

(民間) 0.3%

独自研究 50%
共同研究 46%

受託研究 4%

独自研究 32%

共同研究 7%

受託研究, 0.5%

施設共用(大学) 51%

施設共用(国公) 3% 施設共用(民間) 7%

ＪＲＲ－４（照射）

燃料試験施設

放射線標準施設

ＪＲＲ－３（実験）

ＪＲＲ－４（実験）

タンデム加速器

ＪＭＴＲ(ホットラボ)

14,505H 6,491D

331H 161D

7,502H 2,133H

5,480H 1,370D

原子力機構の共用施設の利用状況（平成１９年度）
（利用形態毎の延べ利用日数（D）又は時間（H）※）

内の数字 ： 利用形態の延べ利用日数又は時間：利用実績日数（D）又は時間（H）に
　　　　　　　 設備数を乗じたもの。

※
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独自研究 64%

共同研究 18%

受託研究 0.4%

施設共用(大学) 9%

施設共用(民間) 9%

１号加速器

独自研究 72%

共同研究 5%

受託研究 4%

施設共用(大学) 0.3%

施設共用(国公) 4%
施設共用(民間)

 15%

独自研究 45%

共同研究 46%

その他 0%

受託研究 3%

施設共用(大学) 5% 施設共用(国公) 1% 施設共用(民間) 1%

独自研究 36%

共同研究 44%

施設共用(大学) 12%

受託研究 1%

施設共用(国公) 5% 施設共用(民間) 3%

独自研究 23%

共同研究 74%

受託研究 2% 施設共用(大学) 1%

独自研究 33%

共同研究 46%

受託研究 2%

施設共用(大学) 16%

施設共用(民間) 3%

独自研究 56%

受託研究 13%

施設共用(大学) 21%

その他 0%

共同研究 4%

施設共用(国公) 5%

施設共用(
民間) 1%

独自研究 81%

共同研究 2% 受託研究 5%

施設共用(大学) 8%

施設共用(国公) 0.8%
施設共用(民間) 4% その他 0%

独自研究, 69%

施設共用(大学) 29%

施設共用(民間), 2%

独自研究 53%

施設共用(民間) 32%

その他 0%

受託研究 5%

施設共用(大学) 9%

施設共用(国公) 1%

AVFサイクロトロン

3MVシングルエンド加速器

放射線光科学研究施設

Co‐60照射施設

3MVタンデム加速器

400kvイオン注入装置

光量子科学研究施設

ペレトロン タンデトロン

816H 102,084H

2,613H 171D

165D 146D

16,908H
1,306D

992H 1,957H
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ン

タ
ー

我
が

国
に

お
け

る
、

U
、

T
h
、

超
ウ

ラ
ン

元
素

の
N

p、
P

u、
A

m
、

C
m

を
広

範
に

取
り

扱
う

こ
と

が
で

き
る

基
礎

・基
盤

研
究

の
た

め
の

ホ
ッ

ト
ラ

ボ
施

設
群

東
北

大
ホ

ッ
ト

ラ
ボ

施
設

原
子

力
機

構
ホ

ッ
ト

ラ
ボ

施
設

京
大

炉
ホ

ッ
ト

ラ
ボ

施
設

P
u
, A

m

U

C
m

N
M

R
 試

験

P
u
, A

m
 試

料
調

製
C

m
 試

料
調

製

U
 試

料
調

製

溶
液

化
学

挙
動

試
験

当
該

ホ
ッ

ト
ラ

ボ
施

設
の

特
徴

を
生

か
し

た
研

究
他

の
ホ

ッ
ト

ラ
ボ

施
設

の
有

用
な

実
験

装
置

を
用

い
た

研
究

研
究

活
動

の
相

互
乗

り
入

れ
試

料
の

輸
送

人
的

交
流

人
的

交
流

人
的

交
流

情
報

共
有

情
報

共
有

情
報

共
有

超
ウ

ラ
ン

元
素

取
り

扱
い

ホ
ッ

ト
ラ

ボ

 
施

設
の

広
域

連
携

ホ
ッ

ト
ラ

ボ
施

設
の

連
携

に
よ

る

 
ア

ク
チ

ノ
イ

ド
研

究

 
（
単

独
の

施
設

で
は

成
し

得
な

い

 
新

た
な

研
究

領
域

へ
展

開
）

【
研

究
概

要
】

超
ウ

ラ
ン

元
素

を
含

む
ア

ク
チ

ノ
イ

ド
を

広
範

に
取

り

 
扱

う
こ

と
が

で
き

る
基

礎
・
基

盤
研

究
の

た
め

の
複

数

 
の

ホ
ッ

ト
ラ

ボ
施

設
の

広
域

連
携

の
も

と
に

、
放

射
性

 
廃

棄
物

処
分

を
含

む
革

新
的

核
燃

料
サ

イ
ク

ル
技

術

 
の

創
成

に
繋

が
る

ア
ク

チ
ノ

イ
ド

の
固

体
物

性
、

溶
液

 
化

学
及

び
固

液
界

面
に

関
す

る
基

礎
的

知
見

の
蓄

積

 
を

図
り

、
革

新
的

原
子

力
技

術
の

持
続

的
な

発
展

に
貢

 
献

す
る

研
究

。
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ア
ク

チ
ノ

イ
ド

研
究

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築

ア
ク

チ
ノ

イ
ド

研
究

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
超

ウ
ラ

ン
元

素
取

扱
施

設
を

中
核

施
設

と
し

て
連

携
し

研
究

者
間

の
研

究
協

力
・
交

流
を

促
進

す
る

た
め

に
研

究
者

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

知
的

連
携

ア
ク

チ
ノ

イ
ド

取
扱

い
技

術
情

報
共

有

施
設

連
携

人
的

交
流

安
全

教
育

訓
練

共
用

イ
ン

フ
ラ

整
備

研
究

活
動

相
互

乗
り

入
れ

実
験

試
料

相
互

移
動

知
識

・
情

報
共

有

日
本

ア
ク

チ
ノ

イ
ド

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
J-

A
C

TI
N

E
T）

の
設

立

» 
平

成
20

年
3月

に
、

8大
学

、
原

子
力

機
構

、
電

中
研

が
発

起
人

（
事

務
局

：
東

北
大

）

» 
原

子
力

基
礎

基
盤

戦
略

研
究

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
に

採
択

さ
れ

た
「
広

域
連

携
ホ

ッ
ト

ラ
ボ

利
用

 
に

よ
る

ア
ク

チ
ノ

イ
ド

研
究

」
（
研

究
代

表
：
原

子
力

機
構

）
を

開
始

（
平

成
20

年
10

月
）

» 
研

究
交

流
会

J-
A

C
TI

N
E

T2
00

8を
開

催
（
平

成
20

年
10

月
）
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